
「
岡
目
一
目
」

　

祭
り
も
済
ん
で
、
桜
も
散
っ

て
、
皆
さ
ん
は
今
年
も
花
見
を

さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
は
、
城
山
の
花
見
と
い
う

の
は
実
に
見
事
な
も
の
で
、
町

内
こ
ぞ
っ
て
、会
社
こ
ぞ
っ
て
、

家
族
総
出
で
、
と
い
う
ふ
う
な

趣
き
が
あ
っ
た
。「
花
見
」や「
山

行
き
」
は
、
城
山
で
ミ
シ
ロ
敷

い
て
重
箱
開
け
て
、
飲
め
や
歌

え
や
で
賑
や
か
だ
っ
た
。

「
花
は
盛
り
に
、
月
は
隈
な

き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
」
な

ん
て
気
取
っ
て
な
い
で
、
昔
乍

ら
の
花
見
山
行
を
ズ
ー
っ
と
守

っ
て
い
る
人
々
が
い
る
。
酒
の

好
き
な
山
男
山
女
の
一
団
で
、

毎
年
二
之
丸
公
園
で
宴
を
張

る
。

　

あ
る
年
の
春
は
寒
く
、
桜
な

ど
一
輪
も
咲
い
て
い
な
く
て
、

氷
雨
吹
き
つ
け
る
中
で
や
っ

た
。
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
周
囲

を
囲
ん
で
、「
花
見
」
と
い
う

よ
り
「
ビ
バ
ー
ク
」
に
近
い
も

の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
楽
し
い

花
見
だ
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
酔

っ
て
転
ん
で
泥
だ
ら
け
で
帰
っ

て
行
っ
た
酔
狂
の
人
。

「
赤
い
花
緒
が
ぷ
つ
り
と
切
れ

た
、
駆
け
出
す
指
に
血
が
滲

む
。」

　

八
百
屋
お
七
も
安
珍
清
姫

も
、
桜
が
散
ら
ね
ば
絵
に
な
ら

ぬ
。
桜
は
バ
ラ
科
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

第
16
回 

市
民
歴
史
散
歩

「
丹
生
川
・
尾
崎
城
」 

6
月
26
日（
日
）開
催

参
加
者
募
集

　

恒
例
の
「
市
民
歴
史
散
歩
」
は
、

平
成
二
十
六
年
よ
り
支
高
山
市
全

域
の
史
跡
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
一

昨
年
の
「
国
府
・
梨
打
城
」、
昨

年
の
「
一
之
宮
・
山
下
城
」
に
続

き
、
今
年
は
丹
生
川
地
区
の
「
尾

崎
城
」
を
訪
ね
ま
す
。

　

武
田
軍
が
飛
騨
に
侵
攻
し
た

際
、
武
将
「
塩
屋
（
谷
）
秋
貞
」

が
尾
崎
城
で
応
戦
し
、
落
城
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

歴
史
の
背
景
な
ど
を
、
高
山
市
史

編
纂
専
門
員
の
田
中
彰
氏
に
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
尾
崎
城
跡
は
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
容

易
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

六
月
二
十
六
日
（
日
）

　

午
前
九
時
出
発
～
正
午
解
散　

　
（
昼
食
後
）

◇
集
合　

丹
生
川
支
所
付
近

　
（
詳
し
く
は
申
込
時
に
案
内
し

　

ま
す
）

◇
申
込
方
法　

五
月
七
日
（
土
）

　

よ
り
、
参
加
費
八
〇
〇
円
を
添

　

え
て
文
化
会
館
窓
口
へ

◇
定
員　

一
〇
〇
名
（
定
員
に
な

　

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
も
参
加
費

の
返
金
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

［
塩
屋
（
谷
）
秋
貞
］（
諸
説
あ
り
）

戦
国
時
代
に
「
塩
」
を
主
品
と
し

て
越
中
と
の
交
易
で
富
を
貯
え

た
、
飛
騨
で
は
異
色
の
人
。
武
田

軍
に
敗
れ
た
後
、
旧
宮
川
村
に
塩

屋
城
を
築
き
、
こ
れ
を
足
場
と
し

て
越
中
に
進
出
、
上
杉
謙
信
傘
下

の
武
将
と
な
り
飛
騨
へ
凱
旋
、
一

時
は
謙
信
の
目
代
と
し
て
飛
騨
を

治
め
た
が
、
謙
信
の
死
後
、
戦
い

に
敗
れ
て
西
猪
谷
辺
り
で
戦
死
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
尾
崎
城
二

之
丸
の
白
つ
つ
じ
の
下
に
、
莫
大

な
軍
資
金
と
金
の
鶏
を
埋
め
た
と

い
う
、
埋
蔵
金
伝
説
が
あ
る
。

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部
　

巡
回
講
座

◇
日
時　

五
月
八
日
（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
参
加
費　

三
千
円

第
十
一
回
　
一
滴
会
書
展

◇
日
時　

五
月
二
十
一
日
（
土
）

　

～
二
十
二
日
（
日
）　

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
最
終

　

日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料




